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1.	 はじめに
本書は、GREENシリーズ ディジタル指示調節計UT350/UT351、UT320/UT321からUTAdvancedシ
リーズ ディジタル指示調節計UT35A、UT32Aにリプレースするときにお客様に仕様の違いを理解
していただくための仕様比較をパラメータごとにまとめた資料です。

殆どのパラメータにてリプレースが可能ですが、機能向上のため変更したパラメータもあります
ので、本書で仕様の確認をしていただき、安心してリプレースを行っていただけますようお願い
いたします。
なお、特注仕様に関しては本書では扱っておりませんので、当社営業部までお問い合わせくださ
い。

対象製品
このドキュメントは、下記の製品を対象としています。

UTAdvanced GREEN シリーズ

ディジタル指示調節計 UT35A/UT32A UT351/UT321/UT350/UT320

商　　標
・Ethernetは、富士ゼロックス株式会社の登録商標です。
・Modbusは、米国 Schneider Automation Inc.の登録商標です。
・その他、本文中に使われている会社名・商品名は、各社の登録商標または商標です。
・本文中の各社の登録商標または商標には、TM、®マークは表示しておりません。
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意図して空白にしています。
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2.	 パラメータ

2.1	 運転パラメータ
No. 項　　　　目

GREEN（UT350/UT351/UT320/UT321） UTAdvanced（UT35A/UT32A）

記　号 内　　　容 記　号 内　　　容

(1) LL 通信 I/F 選択 LL
あり
前面通信をする場合に ON、端子通信を使用する場合に OFF
を設定

なし なし

(2) 警報設定値とヒステリシスの
初期値 A1、A2、A3

警報設定値は警報により変化、ヒステリシスはレンジの 0.5%

記号 名称 初期値
A1 警報 1 設定値 測定値上限 / 設定値上限警報：測

定入力レンジの 100.0%

偏差警報：測定入力レンジスパン
の 0.0%

その他測定値 / 設定値下限警報：
測定入力レンジの 0.0%

出力値上限警報：100.0%

出力値下限警報：0.0%

A2 警報 2 設定値

A3 警報３設定値 A1、A2、A3、A4

警報種類に関係なく警報設定値の初期値が 0、ヒステリシス
が 10 となっており、すぐに警報が出てしまう場合があります。

記号 名称 初期値
A1 警報 1 設定値 0

A2 警報 2 設定値

A3 警報 3 設定値

A4 警報 4 設定値

(3) 警報設定値の設定範囲 A1、A2、A3

警報種類による設定値
・測定値警報／設定値警報：測定入力レンジの -100.0 ～

100.0 %
・偏差警報：測定入力レンジスパンの -100.0 ～ 100.0 %
・出力値警報： -5.0 ～ 105.0 %

A1、A2、A3、A4
-19999 ～ 30000
小数点位置は、測定入力レンジに合わせます。

(4) 偏差警報の設定 A1、A2、A3 符号必要なし 下限偏差警報の場合はマイナスが必要です。
(5) 警報動作範囲 － レンジまたはスケールの 0 ～ 100% － レンジまたはスケールの -5 ～ 105%

(6) 警報モード なし なし AMD

設定値 内容
0 常に警報が動作
1 運転停止（STOP）時、警報は動作しない
2 運転停止（STOP）または手動運転時、警報は動作

しない
(7) AT（一括チューニング） AT あり（AUTO にて実行、個別（1 ～ 4）もあり） AT なし、個別の AT 実行のみ可能（1 ～ 4、R）
(8) AT（通常／安定の選択） なし なし（通常のみ） AT.TY あり（通常／安定の 2 種類あり）
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No. 項　　　　目
GREEN（UT350/UT351/UT320/UT321） UTAdvanced（UT35A/UT32A）

記　号 内　　　容 記　号 内　　　容

(9) AT（実行時の出力リミット） なし なし AT.OH、AT.OL

オートチューニング用の出力リミッタ

記号 名称 設定範囲 初期値
AT.OH オートチューニン

グ時出力リミット
上限値

-5.0 ～ 105.0%（加熱冷
却制御時は無効）

100.0%

AT.OL オートチューニン
グ時出力リミット
下限値

0.0%

(10) AT 時の実行 SP 値へのバイア
ス なし なし AT.BS PV 入力レンジスパンの -100.0% ～ 100.0% を SP に加算可能

(11) SC（スーパー機能）の設定 SC

3 種類

記号 名称 設定範囲 初期値
SC スーパー機能 0：機能なし

1：「オーバーシュート」制御
機能

　 外 乱 な ど に よ る オ ー バ ー
シュートを制御します。

2：「ハンチング」制御機能 ( 安
定性重視モード ) 安定性が
優れています。応答性重視
モードに比べて，広い特性
変化に対応します。

3：「ハンチング」制御機能 ( 応
答性重視モード ) 変更した
目 標 設 定 値 に 対 す る 測 定
値の追従 / 収束時間が早い
モードです。

注 意：「SC=2 と 3」 は， 必 ず
PID 制御、PI 制御で使用し
てください。

　以下の場合は機能しません。

　1) オンオフ制御

　2)P 制御（比例帯のみの制御）

　3)PD 制御（比例帯と微分項
のみの制御）

　4) 加熱冷却制御

　応答の早い制御（流量、圧力）
では使用しないでください。

OFF

SC

4 種類。強抑制モード（4）を追加。

記号 名称 設定範囲 初期値
SC スーパー機能 0：機能なし

1：オーバーシュート抑制機能
（通常モード）

2：ハンチング抑制機能（安定
性重視モード）

　応答性重視モードに比べて、
広い特性変化に対応します。

3：ハンチング抑制機能（応答
性重視モード）

　変更した SP に対する PV の
追従 / 収束時間が早いモー
ドです。

4：オーバーシュート抑制機能
（強抑制モード）

OFF
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No. 項　　　　目
GREEN（UT350/UT351/UT320/UT321） UTAdvanced（UT35A/UT32A）

記　号 内　　　容 記　号 内　　　容

(12) 通信経由の SP 書き込み なし
SP.NO=0 通信経由の目標設定値を使用します。

（通信経由の目標設定値：C.RSP レジスタ）
R/L

リモートモードへ切り替え（SPNo=0 はない。）
（通信経由の目標設定値：C.RSP_L1 レジスタ）

(13) P（比例帯）の設定範囲 P

記号 名称 設定範囲
1.P 比例帯

加熱側比例帯（加
熱冷却制御時）

0.1 ～ 999.9%

加熱冷却制御時：0.0 ～ 999.9%（0.0
で加熱側オン / オフ制御となる）

P

記号 名称 設定範囲
P 比例帯

加熱側比例帯（加
熱冷却制御時）

0.0 ～ 999.9%

0.0% と設定すると、0.1% として
動作します。

加熱冷却制御時、0.0% にすると
加熱側オン / オフ制御

(14) リファレンス偏差 4.PID

使用されている PID の最終 Gr がリファレンス偏差用となり
ます。
偏差の大きさにより PID 設定値を切り替える方式をリファレ
ンス偏差と呼称します。
定値制御運転中に、実際の偏差がここで設定する「リファレ
ンス偏差」の設定値より大きくなると、そのときのためにあ
らかじめ設定している PID 定数（第 4 の PID 設定値）に自動
的に切り替えることができます。

R.PID

リファレンス偏差用の PID Gr. があります。グループ番号 R
の PID です。
偏差の大きさに応じて、PID パラメータのグループを切り替
える機能です。
この機能を「リファレンス偏差」と呼びます。
定値制御中、偏差がリファレンス偏差設定値より大きくなる
と、決められた PID パラメータグループ（グループ R の PID）
に自動的に切り替わります。偏差がリファレンス偏差より小
さくなるとゾーンに応じた PID パラメータに切り替わります。

(15) 出力リミット OH、OL OL ＜ OH で設定 OH、OL
OL ≧ OH の設定可能
設定した場合は、内部で OL ＝ OH-1digit として扱います。

(16) 加熱 / 冷却出力の出力リミッ
ト OH、OL

加熱冷却制御時、OH が加熱側の上限リミッタ、OL が冷却側
の上限リミッタとなります。

記号 名称 設定範囲 初期値
OH 出力リミット上限

値

加熱側出力リミッ
ト上限値（加熱冷
却制御時）

-5.0 ～ 105.0%

加熱冷却制御時加熱側リ
ミッタ：0.0 ～ 105.0%

（OL<OH）

100.0%

加熱冷
却制御：
100.0%

OL 出力リミット下限
値

冷却側出力リミッ
ト上限値（加熱冷
却制御時）

-5.0 ～ 105.0%

加熱冷却制御時冷却側リ
ミ ッ タ：0.0 ～ 105.0%

（OL<OH）

0.0%

加 熱 冷
却制御：
100.0%

O H、O L、O H c、
OLc

加熱冷却制御時、加熱側・冷却側共に上限と下限のリミッタ
があります。

記号 名称 設定範囲 初期値
OH 制御出力リミット

上限値

加熱側制御出力リ
ミット上限値（加
熱冷却制御時）

-4.9 ～ 105.0%、（OL ＜
OH）

加熱冷却制御時：0.1 ～
105.0%（OL ＜ OH）

100.0%

OL 制御出力リミット
下限値

加熱側制御出力リ
ミット下限値（加
熱冷却制御時）

-5.0 ～ 104.9%、（OL ＜
OH）、SD：タイトシャッ
ト

加熱冷却制御時、0.0 ～
104.9%（OL ＜ OH）

0.0%

OHc 冷却側制御出力リ

ミット上限値

0.1 ～ 105.0%、（OLc ＜
OHc）

100.0%

OLc 冷却側制御出力リ

ミット下限値

0.0 ～ 104.9%、（OLc ＜
OHc）

0.0%
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No. 項　　　　目
GREEN（UT350/UT351/UT320/UT321） UTAdvanced（UT35A/UT32A）

記　号 内　　　容 記　号 内　　　容

(17) 手動操作時の出力リミッタ機
能 なし 機能なし OLMT

手動操作時に出力リミッタを解除できます。

記号 名称 設定範囲 初期値
OLMT 出力リミッタス

イッチ
OFF：手動運転時出力リ

ミッタ無効

ON：手動運転時出力リ
ミッタ有効

ON

(18) タイトシャット機能 なし 機能なし OL OL=SD

(19) ON/OFF 制御ヒステリシス２
点 なし なし HY.UP、HY.LO オン / オフ制御（ヒステリシス 2 点）の選択時に、上限側、

下限側を個別に設定可能。

(20) センサ接地警報 AL1

AL1=23
あり。
センサ接地警報を使用しなくても関連パラメータが表示され
ます。ON/OFF 制御のパラメータではありません。

記号 名称 設定範囲 初期値
ORB オン / オフ率検出

幅
測定入力レンジスパ
ンの 0.0 ～ 100.0%

測定入力レン
ジスパンの
1.0%

ORH オン / オフ率上限 ORL+1digit ～ 105.0% 100.0%

ORL オン / オフ率下限 -5.0% ～ ORH-1digit 0.0%

OR オン / オフ率 設定値ではありませ
ん

制御出力の移
動 平 均 値（5
サイクルタイ
ム分）を表示
します。

なし なし

(21) PV トラッキング なし 常時 ON。機能を OFF にするパラメータはありません。 PVT

機能を ON、OFF するパラメータを追加。
記号 名称 設定範囲 初期値

PVT PV トラッキング
選択

設定値を PV に追従さ
せ、あらかじめ設定した
変化率で元の設定値に自
動的に戻します。UPR、
DNR、TMU と組合わせ
て使用します。

動作条件：（1）手動→自
動、（2）運転停止→自動
運転、（3）電源投入、（4）
SP 番号変更、（5）SP 値
変更

OFF、ON

OFF
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No. 項　　　　目
GREEN（UT350/UT351/UT320/UT321） UTAdvanced（UT35A/UT32A）

記　号 内　　　容 記　号 内　　　容

(22) マニュアルプリセット出力機
能 なし

なし
AUTO → MAN 時バンプレスの動作のみ実施。

MPON、
MPO1 ～ MPO5

機能選択のパラメータを追加。
バンプレスの動作（初期値）
マニュアルプリセット値 1 ～ 5
MPO1 ～ MPO5 に設定値を設定可能
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2.2	 セットアップパラメータ
No. 項　　　　目

GREEN（UT350/UT351/UT320/UT321） UTAdvanced（UT35A/UT32A）

記　号 内　　　容 記　号 内　　　容

(1) 入力種類の電流入力 IN なし IN
あり
4-20mA、0-20mA を選択可能

(2) PV 小数点位置 SDP 0 ～ 3 SDP 0 ～ 4

(3) 外部基準接点補償（ERJC）の
設定範囲 ERJC

機能なし（UT350/UT320）
-50.0 ～ 50.0℃（UT351/UT321）

ERJC -10.0 ～ 60.0℃

(4) 制御出力種類の選択方法 OT

設定範囲内での組み合わせを選択します。
ON/OFF 制御もこのパラメータで選択します。

設定値 設定範囲と解説 初期値
0 時間比例 PID リレー接点出力 ( 端子① - ②

- ③ )
0

1 時間比例 PID 電圧パルス出力 ( 端子⑯ - ⑰ )
2 電流出力 ( 端子⑯ - ⑰ )
3 オンオフ制御リレー接点出力 ( 端子① - ②

- ③ )
以下の 4 ～ 12 は加熱冷却形の調節計のみ表示
4 加熱側リレー出力 ( 端子① - ② - ③ )・冷

却側リレー・出力 ( 端子④ - ⑦ )
4

5 加熱側パルス出力 ( 端子⑯ - ⑰ )・冷却側
リレー出力 ( 端子④ - ⑦ )

6 加熱側電流出力 ( 端子⑯ - ⑰ )・冷却側リ
レー出力 ( 端子④ - ⑦ )

7 加熱側リレー出力 ( 端子① - ② - ③ )・冷
却側パルス出力 ( 端子⑭ - ⑮ )

8 加熱側パルス出力 ( 端子⑯ - ⑰ )・冷却側
パルス出力 ( 端子⑭ - ⑮ )

9 加熱側電流出力 ( 端子⑯ - ⑰ )・冷却側パ
ルス出力 ( 端子⑭ - ⑮ )

10 加熱側リレー出力 ( 端子① - ② - ③ )・冷
却側電流出力 ( 端子⑭ - ⑮ )

11 加熱側パルス出力 ( 端子⑯ - ⑰ )・冷却側
電流出力 ( 端子⑭ - ⑮ )

12 加熱側電流出力 ( 端子⑯ - ⑰ )・冷却側電
流出力 ( 端子⑭ - ⑮ )

OT

4 桁のコード組み合わせにより出力種類端子決定する。
重複設定が可能。
先に制御タイプ（CNT）で PID、ON/OFF、加熱 / 冷却を選択する。

制御出力または加熱側制御出力（下 2 桁） 初期値
00 OFF 一般形：

00.03

加熱冷却
形 :06.03

01 OUT 端子（電圧パルス）
02 OUT 端子（電流）
03 OUT 端子（リレー）
06 OUT2 端子（リレー）
07 RET/OUT2 端子（電圧パルス）
08 RET/OUT2 端子（電流）

冷却側制御出力（上 2 桁）
00 OFF
01 OUT 端子（電圧パルス）
02 OUT 端子（電流）
03 OUT 端子（リレー）
06 OUT2 端子（リレー）
07 RET/OUT2 端子（電圧パルス）
08 RET/OUT2 端子（電流）

(5)
アナログ出力選択

（制御出力と伝送出力）
なし 固定（4 ～ 20mA）。設定するパラメータはありません。 OU.A、RET.A

4 ～ 20mA（初期値）
4 種類から選択可能（4 ～ 20mA、0 ～ 20mA、20 ～ 4mA、
20 ～ 0mA）

(6) 接点割り付け機能 DIS DIS 設定値により、組み合わせた機能に設定します。 A/M、S/R、他 機能のパラメータに DI のレジスタ番号を設定します。
(7) セレクト画面の設定数 C.S1 ～ C.S4 4 個 CS1 ～ CS5 5 個
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No. 項　　　　目
GREEN（UT350/UT351/UT320/UT321） UTAdvanced（UT35A/UT32A）

記　号 内　　　容 記　号 内　　　容

(8) セレクトパラメータ なし なし CS10 ～ CS19

CS メニューに最大 10 個のパラメータを登録可能です。

MODEメニュー画面

登録したセレクトパラメータ画面

パラメータ設定画面

・・・・ CSメニュー画面 ・・・・
・・・・

通常の運転画面

セレクトパラメータが登録されて
いなければ、CSメニューは表示さ
れません。

(9) キーロック機能 LOCK

設定でキーロック範囲を規定

設定値 内容
OFF キーロックなし
1 全パラメータ変更禁止

運転パラメータ、セットアップパラメータの設
定値の変更ができません。ただし、キーロック

（LOCK）のみは設定値変更ができます。
2 運転パラメータ表示 / 変更禁止

運転パラメータの設定画面が表示しなくなり、
設定値の変更ができません。（運転画面で SET/
ENT キーを 3 秒押すと、パスワード照合画面が
表示されます。）

3 計器前面の A/M キーが無効となります。

DATA、A/M

データ変更用の上下キーと A/M キーをキーロックを選択

記号 名称 設定範囲 初期値
DATA 計器前面（△、▽）の

データ設定キーロック
OFF：ロック
解除
ON：ロック

OFF

A/M 計器前面の A/M キー
ロック

OFF



TI 05A03A01-04JA

11

2013.2.28-00

No. 項　　　　目
GREEN（UT350/UT351/UT320/UT321） UTAdvanced（UT35A/UT32A）

記　号 内　　　容 記　号 内　　　容

(10) PV 表示色切替機能 PCMD

なし（UT350/UT320）
搭載（UT351/UT321）
1（赤色固定モード）初期値

設定範囲 内容
0 緑色固定モード
1 赤色固定モード
2 警報 1 連動モード（警報発生なし：緑色、警報発生：

赤色）
3 警報 1 連動モード（警報発生なし：赤色、警報発生：

緑色）
4 警報 1 または警報 2 連動モード（警報発生なし：緑色、

警報発生：赤色）
5 警報 1 または警報 2 連動モード（警報発生なし：赤色、

警報発生：緑色）
6 測定値連動モード（範囲内：緑色、範囲外：赤色）
7 測定値連動モード（範囲内：赤色、範囲外：緑色）
8 SP 偏差連動モード（偏差内：緑色、偏差外：赤色）
9 SP 偏差連動モード（偏差内：赤色、偏差外：緑色）

PCMD

0（白色固定モード）初期値
設定範囲に DI 連動モード追加。

設定範囲 内容
0 白色固定モード
1 赤色固定モード
2 警報 1 連動モード（警報発生なし：白色、警報発生：

赤色）
3 警報 1 連動モード（警報発生なし：赤色、警報発生：

白色）
4 警報 1 または警報 2 連動モード（警報発生なし：白色、

警報発生：赤色）
5 警報 1 または警報 2 連動モード（警報発生なし：赤色、

警報発生：白色）
6 PV 連動モード（範囲内：白色、範囲外：赤色）
7 PV 連動モード（範囲内：赤色、範囲外：白色）
8 偏差連動モード（偏差内：白色、偏差外：赤色）
9 偏差連動モード（偏差内：赤色、偏差外：白色）
10 DI 連動モード（オン：赤色、オフ：白色）

(11) 警報種類の指定方法 A L 1 、 A L 2 、
AL3

励磁・非励磁と待機付動作の設定は用意された警報種類番号
を指定

AL1、AL2、AL3、
AL4

下図は、PV 上限警報（01）、待機動作有（1）、非励磁（1）、 
ラッチ 1 動作有（1）を設定した例です。

警報種類
待機動作
励磁 /非励磁
ラッチ動作

記号

名称 ラッチ 
動作 

（注 1）

励磁（0）
/ 非励磁

（1）

待機動作
無（0）/
有（1）

警報種
類

未設定 －（注 2） －（注 2） －（注 2） 00
PV 上限警報 0/1/2/3/4 0/1 0/1 01
PV 下限警報 0/1/2/3/4 0/1 0/1 02
SP 上限警報 0/1/2/3/4 0/1 0/1 03
SP 下限警報 0/1/2/3/4 0/1 0/1 04

（注 1）0：ラッチ動作なし、1：ラッチ 1、2：ラッチ 2、3：ラッチ 3、4：ラッチ 4
（注 2）－：設定しても動作しません。
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No. 項　　　　目
GREEN（UT350/UT351/UT320/UT321） UTAdvanced（UT35A/UT32A）

記　号 内　　　容 記　号 内　　　容

(12) 警報ラッチ機能 なし なし AL1 ～ AL4

警報ラッチ機能は、一度警報発生状態（警報出力オン）に入
ると、その後警報ラッチ解除指令があるまで警報出力を維持
し続ける（警報出力オンのまま）機能です。
警報ラッチ機能には、以下の 4 種類の動作があります。
ラッチ 1
警報ラッチ解除指令があった場合、警報出力を解除します。

（警報出力オフ）ただし、警報発生状態のときに警報ラッチ
解除指令があった場合、無視されます。
ラッチ 2
警報ラッチ解除指令があった場合、常に警報出力を強制解除
します。（警報出力オフ）
ラッチ 3
警報ラッチ解除指令があった場合、または警報発生状態でな
くなった場合、警報出力を解除します。（警報出力オフ）
ラッチ 4
警報ラッチ解除指令があった場合、警報出力を解除します。

（警報出力オフ）ただし、警報発生状態のときに警報ラッチ
解除指令があった場合、サンプリング周期（制御周期）分警
報出力を解除します。（警報出力オフ）

(13) 警報 OFF ディレイタイマ機
能 なし なし DYF1 ～ DYF4 警報（オフ）ディレイタイマ時間を追加。

(14) 警報の強制待機機能 なし なし なし 通信から強制待機可能
(15) 警報設定数 なし SP グループ共通（1 組） SPGR. SP グループごとに設定可能（4 組）

(16) 警報点数 なし 3 点 ALNO.
4 点（初期値）
設定範囲 1 ～ 4

(17) 警報の種類に PV 変化率警報
を追加 AL1 ～ AL3 設定種類なし AL1 ～ AL4

PV 変化率警報を種類に追加

 

PV

PV変化率
警報出力

この傾斜より大きい場合、
警報発生

時間

オフ オフオン オンオフ

変化率警報時間設定値
VT1～VT8

VT VT VT VT VT VT

変化率警報設定値 変化率警報設定値

変化率警報時間設定値
VT1～VT8

変化率を超えた 変化率を超えた

上図の接点タイプ：事象発生時、励磁（工場出荷時値）

VTで設定した時間の間隔で、2点間の変化量を監視します。
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No. 項　　　　目
GREEN（UT350/UT351/UT320/UT321） UTAdvanced（UT35A/UT32A）

記　号 内　　　容 記　号 内　　　容

(18) ヒーター断線警報の設定方法 AL1

AL1=24、25 を設定
警報種類の 1 つであった。種類コードを設定する。

名称 内容 設定範囲
ヒータ断線警報 1 ヒータ断線警報 1、2 24
ヒータ断線警報 2 25

HB1、他

専用パラメータあり。出力端子も専用端子。

記号 名称 設定範囲 初期値
HB1.S、HB2.S ヒータ断線警

報機能選択
0：ヒータ電流測定機能

1：ヒータ断線警報機能
（加熱側）

2：冷却側ヒータ断線警
報機能

1

HB1、HB2 ヒータ断線警
報電流設定値

OFF、0.1 ～ 300.0Arms OFF

CT1.T、CT2.T CT のコイル
巻き数比

1 ～ 3300 800

HDN1、HDN2 ヒータ断線警
報オンディレ
イタイマ

0.00 ～ 99.59（分 . 秒） 0.00

HDF1、HDF2 ヒータ断線警
報オフディレ
イタイマ

0.00

HB1.D、HB2.D ヒータ断線警
報接点タイプ

CLS：事象が発生したと
き、接点を閉じる

OPN：事象が発生した
とき、接点を開く

CLS

(19) ヒーター断線警報 ヒーター断線警報機能のみ。 HB1、他

ヒーター断線警報 + ヒーター電流測定機能追加。
ヒータ電流測定機能
ヒータ電流の測定値は、運転画面で確認することができます。
ヒータ電流測定機能は、オン / オフ出力（リレー出力）、時
間比例出力（リレー出力 / 電圧パルス出力）、電流出力の場
合に使用できます。
ヒータ電流値は、200 ミリ秒ごとに測定します。

(20) CT( サイクルタイム）の設定
時間 CT、CTc 設定範囲：1 秒～ 1000 秒 CT、CTc 設定範囲：0.5 秒、1 秒～ 1000 秒

(21) ゾーン PID 選択 ZON
2 種類

・SP グループ番号選択方式
・ゾーン PID 選択方式 (PV)

ZON

5 種類
・SP グループ番号選択方式 1
・ゾーン PID 選択方式（PV）
・ゾーン PID 選択方式（到達 SP）
・SP グループ番号選択方式 2
・ゾーン PID 選択方式（SP）
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No. 項　　　　目
GREEN（UT350/UT351/UT320/UT321） UTAdvanced（UT35A/UT32A）

記　号 内　　　容 記　号 内　　　容

(22)
通信パラメータ
ボーレート（BPS）初期値と
設定範囲

BPS

9600（初期値）
600 ～ 9600

設定値 内容
0 600 bps
1 1200 bps
2 2400 bps
3 4800 bps
4 9600 bps

BPS

19200（初期値）
600 ～ 38400（形式により最大 19200）

設定値 内容
600 600 bps
1200 1200 bps
2400 2400 bps
4800 4800 bps
9600 9600 bps
19200 19.2k bps
38400 38.4k bps

(23)
通信パラメータ
プロトコル選択 (PSL) 初期値
と設定種類追加

PSL

パソコンリンク通信（初期値）

設定値 内容
0 パソコンリンク通信
1 パソコンリンク通信（チェックサム付き）
2 ラダー通信
3 協調親局
4 協調子局
7 Modbus（ASCII）
8 Modbus（RTU）
10 協調子局（ループ 1 モード）
11 協調子局（ループ 2 モード）

PSL

Modbus(RTU)（初期値）
機器間通信を追加

設定値 内容
PCL パソコンリンク通信
PCLSM パソコンリンク通信（チェックサム付き）
LADR ラダー通信
CO-M 協調親局
CO-S 協調子局
MBASC Modbus（ASCII）
MBRTU Modbus（RTU）
CO-S1 協調子局（ループ 1 モード）
CO-S2 協調子局（ループ 2 モード）
P-P 機器間通信

(24) 表示画面の一部の表示／非表
示機能 なし なし PV.D、SP.D、STS.

D
OFF（初期値）（全て）
表示部を３エリアに分割して、非表示とすることが可能。

(25) ガイド表示のスクロールス
ピード なし なし SPD

4（初期値）
設定範囲　1 ～ 8

(26) ガイド表示のオン・オフ なし なし GUID
ON（初期値）
ON（表示）、OFF（非表示）

(27) 表示の省エネモード なし なし ECO

OFF（初期値）

設定値 内容
OFF オフ
1 省エネモードオン（PV 表示部以外消灯）
2 省エネモードオン（全表示画面消灯）
3 輝度 10%（表示画面全体）

(28) PV 表示（最下位桁の表示／
非表示） なし なし MLSD あり（最下位の桁を表示しないように可能）
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No. 項　　　　目
GREEN（UT350/UT351/UT320/UT321） UTAdvanced（UT35A/UT32A）

記　号 内　　　容 記　号 内　　　容

(29) 使用 PIDNo の表示機能 なし なし U.PID

ON（初期値）
パラメータの PRO 表示レベルに変更後、U.PID（PID 画面ロッ
ク）を OFF に設定することで表示可能。

記号 内容 設定内容 初期値
U.PID PID 番号表示画面ロック OFF：表示

ON：非表示

ON

SP表示画面（SP変更可）

OUT表示画面（手動運転時、OUT変更可）

PID番号表示画面（表示のみ）
（工場出荷時表示しません）

・
・
・
・

(30) 通信書き込み許可／禁止の選
択機能 なし なし COM.W

通信書き込みの許可（初期値）
許可 / 禁止を選択できる。

記号 内容 設定内容 初期値
COM.W 通信書き込み禁止 / 許可 OFF：許可

ON：禁止

OFF
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No. 項　　　　目
GREEN（UT350/UT351/UT320/UT321） UTAdvanced（UT35A/UT32A）

記　号 内　　　容 記　号 内　　　容

(31) リスタートモードの動作条件 なし

約 2 秒以上の停電で下記動作

警報動作 継続します ( ただし、待機機能付き警報について
は、一度待機状態に戻ります )。

設定パラメータ 設定されているパラメータは保持されます。
オートチューニ
ング

オートチューニングは解除されます。

制御動作 動作モードは停電前の状態で、制御出力はプリ
セット出力値からスタートします。

R.MD

約 5 秒以上の停電時下記を設定可能で下記動作

警報動作 継続しません。待機機能付き警報の場合は待機
状態になります。

ラッチ付き警報の場合は初期化されます。
設定パラメータ 各パラメータの設定内容は保持されます。
オートチューニ
ング

オートチューニング解除されます。

制御動作 リスタートモードパラメータ（R.MD）の設定に
て指定可能。

R.MD 設
定値

停電復帰後の制御動作

CONT 停電前の制御出力を継続（工場出
荷時）

MAN（*） 制御出力として使用している PID
グループのプリセット出力値（PO）
を出力し、手動モードで動作しま
す。

AUTO（*） 制御出力として使用している PID
グループのプリセット出力値（PO）
から自動モードで制御演算を行い
ます。

※加熱冷却制御時は、制御演算出力 50% から開
始します。

タイマ、カウン
タ（ラダープロ
グラム）

初期化されます。

(32) 入力エラープリセット出力機
能 なし なし EPO

あり

名称 設定範囲 初期値
入力エラープリセット出力 0：プリセット出力

1：0% 出力

2：100% 出力

0

(33) 電源周波数 なし なし FREQ

あり

名称 設定範囲 初期値
電源周波数 AUTO：AUTO

60：60Hz

50：50Hz

AUTO
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No. 項　　　　目
GREEN（UT350/UT351/UT320/UT321） UTAdvanced（UT35A/UT32A）

記　号 内　　　容 記　号 内　　　容

(34) クイック設定機能の再設定 なし なし QSM

クイックモードを再度起動させる際に、ON を設定。
その後は OFF に自動で戻ります。

名称 設定範囲
クイック設定モード OFF：クイック設定モードオフ

ON：クイック設定モードオン

(35) ガイド表示言語の切替 なし なし LANG

あり

名称 設定範囲 初期値
ガイド言語表示 ENG：英語

FRA：フランス語

GER：ドイツ語

SPA：スペイン語

ENG

(36) ユーザで設定したパラメータ
の保存・初期化機能 なし なし U.DEF

パラメータ設定値をユーザで設定したパラメータ値に戻しま
す。
パスワードは、12345（固定）です。
なお、設定には LL50A が必要です。

(37) パラメータ初期化機能 なし なし F.DEF
パラメータ設定値を工場出荷時に戻します。
パスワードは、-12345（固定）です。

(38) パラメータ表示レベル なし なし LEVL パラメータ表示レベルのことで（EASY、STD、PRO）があり
ます。
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